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平
成
十
八
年
第
四
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
七
月
二
十
七
日
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

▽
図
書
シ
ス
テ
ム
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て 

契
約
金
額 

　
九
百
九
十
七
万
五
千
円 

契
約
の
相
手
方 

　
㈱
ハ
イ
パ
ー
ブ
レ
イ
ン 

補
正
予
算 

▽
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計 

　
歳
入
で
は
、
笠
松
競
馬
振
興
補

助
金
、
お
よ
び
川
ま
つ
り
事
業
は

じ
め
、
各
種
事
業
に
対
し
て
、
振

興
補
助
金
「
飛
騨
・
美
濃
合
併
１

３
０
周
年
記
念
事
業
補
助
金
」
の

内
示
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
う
補
助

金
の
増
額
補
正
。 

　
歳
出
で
は
、
振
興
補
助
金
内
示

に
伴
う
財
源
内
訳
補
正
、
お
よ
び

下
羽
栗
保
育
所
の
民
営
化
に
向
け

て
厨
房
棟
を
新
設
整
備
す
る
た
め

の
設
計
監
理
委
託
を
は
じ
め
、
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
啓
発
事

業
を
展
開
す
る
た
め
の
各
種
看
板

の
作
成
、
ま
た
、
地
域
廃
棄
物
減

量
等
推
進
事
業
と
し
て
全
町
的
な

資
源
ご
み
分
別
回
収
実
施
に
伴

う
収
集
容
器
な
ど
の
整
備
、
お

よ
び
県
補
助
金
内
示
に
伴
う
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
へ
の
補
助
金
、

事
業
提
案
型
補
助
金
決
定
に
よ

る
補
助
金
、
お
よ
び
横
断
歩
道

退
避
所
と
し
て
利
用
す
る
た
め

の
土
地
の
借
上
料
、
大
雨
に
よ

り
一
部
冠
水
し
た
笠
松
み
な
と

公
園
内
の
復
旧
に
係
る
工
事
請

負
費
な
ど
九
百
四
十
五
万
四
千

円
の
増
額
補
正
を
行
う
も
の
。 

　
医
師
の
松
原
勝
利
さ
ん
（
中
野
）

が
平
成
十
八
年
度
岐
阜
地
域
公
衆

衛
生
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
松
原
さ
ん
は
平
成
七
年
か
ら
地

域
医
療
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
で
「
小
児
の
皮
膚
疾
患
に
つ

い
て
」
講
演
さ
れ
る
な
ど
、
住
民

の
健
康
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
、
公

衆
衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

各
自
主
防
災
会
が
主
体
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ

せ
た
自
主
防
災
訓
練
が
昨
年
に
引

き
続
い
て
、
今
年
も
八
月
か
ら
十

一
月
の
間
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
自
主
防
災
訓
練
は
、

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

各
地
域
に
お
い
て
「
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
何
が

必
要
か
」
と
い
う
こ
と
を
観
点
に

各
自
主
防
災
会
が
計
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。
地
域
で
行
わ
れ
る
自
主

防
災
訓
練
に
是
非
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 ▲応急救護訓練をされる皆さん 

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
の

役
員
が
八
月
四
日
に
、
寝
た
き
り
会

員
（
十
五
名
）
が
い
る
十
一
の
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
「
寝
た
き
り
会

員
の
か
た
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。」

と
お
見
舞
い
品
を
預
け
ま
し
た
。 

　
早
速
、
会
長
は
、
町
内
の
女
性
部

の
か
た
と
一
緒
に
、
寝
た
き
り
会
員

が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
介
護
さ
れ

て
い
る
家
族
の
か
た
に
日
ご
ろ
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
寝
た
き
り

の
会
員
に
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
か
け

お
見
舞
い
品
を
届
け
ま
し
た
。 

　
七
月
十
五
日
に
交
通
安
全
協
会
笠

松
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
、
七
月
十
六
日
に
は
交

通
安
全
協
会
松
枝
支
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
道
路
環
境
の
点
検
や
雑
草
で
見

通
し
の
悪
く
な
っ
た
交
差
点
の
草
刈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
に
併
せ
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、梅
雨
時
の
蒸
し
暑
い
中
に

か
か
わ
ら
ず
両
支
部
と
も
約
半
日
を

か
け
、汗
を
流
し
作
業
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は「
少
し
で

も
交
通
事
故
防
止
に
役
立
っ
て
欲
し
い
」

と
額
の
汗
を
拭
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 
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▲翌朝の清掃に協力するボランティアの皆さん 

▲川面を流れる万灯と夏の夜空に咲くスターマイン 

▲早くから花火を待つ人で賑わう会場 

▲大盛況のドリンクバー 

▲川風の中のEボート体験 

▲夜空に響き渡る「笠松清流太鼓」 

　
か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
主
催
の
「
笠
松
川
ま
つ
り
」

が
八
月
十
五
日
に
笠
松
み
な
と
公
園
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
は
笠
松
清
流
太
鼓
の
演
奏
か

ら
始
ま
り
、
打
上
花
火
の
ほ
か
ス
タ
ー

マ
イ
ン
、
仕
掛
け
花
火
な
ど
色
と
り
ど

り
の
花
火
と
川
面
に
浮
か
ぶ
万
灯
が
夏

の
夜
の
木
曽
川
を
美
し
く
彩
り
、
特
に

今
年
は
『
飛
騨
美
濃
合
併
１
３
０
周
年

記
念
』
と
し
て
花
火
が
増
発
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手
と

歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
商

工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ー
を
は
じ
め
約
百

五
十
の
夜
店
が
立
ち
並
び
、
大
変
な
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
呼
び

か
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
朝

の
公
園
内
に
は
多
数
の
ご
み
が
散
乱
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
清
掃
が
行
な
わ

れ
、
短
時
間
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
や
危
険
防

止
用
の
杭
な
ど
は
、
無
償
で
地
元
建
設

会
社
よ
り
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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　近年、核家族化、都市化の進展、女性の社会進出の増大など、児童を取り巻く環境は大きく変化するとともに、家庭
や近隣社会における子どもの養育機能が低下してきています。 
　このため、町では、保護者の子育てと就労の両立を支援することを目的に、保育所などに、通っている乳幼児などが、
「病気の回復期」などで、集団保育が困難な時期に、専用の保育室で一時的にお預かりする事業を実施しています。 

　町内に住所を有し、保育所・保育園・幼稚園に通所（園）している生後６ケ月からの乳幼児、小学校１年
から３年の児童です。 

☆お預かりできるお子さんは 

　① 事前に申し込みし、登録が必要です。（登録カードを発行します） 
　② 利用する際は、主治医（かかりつけ医）の診断書、申請書をご提出ください。 

☆利用の流れ（申し込み方法） 

　月曜日から金曜日　午前８時30分から午後４時30分（土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始は利用できません） 
　連続して７日まで利用できます。 

☆利用時間 

　昼食・副食などは、保護者のかたが、必ずご持参ください。 
　おむつや、昼寝をされる乳幼児の寝具などは、保護者のかたでご準備ください。 

☆そ の 他  

　１人につき１日2,000円（納付書で納めていただきます） 

☆利用料金 

　松枝保育所 

☆利用場所 

　風邪、消化不良症（多症候性下痢）など、乳幼児が日常罹患する疾患 
　水痘・風疹・麻疹などの伝染性の疾患で、主治医（かかりつけ医）が、治癒したと認めても、保育所などにつれて
いけないとき。（体力を消耗し、集団での保育に不安がある場合） 
　喘息等の慢性疾患 
　骨折等の外傷性疾患 
　　上記疾患で病気の回復期にあり、医療機関に入院の必要はないが、安静の確保に配慮する必要があり、集
団保育が困難で、かつ、保護者の勤務事情・傷病・事故・冠婚葬祭等、社会的にやむを得ず、保育が出来ない
とき。 

☆お預かりできる疾患・症状の範囲は 

主治医（かかりつけ医）の診断書が必ず必要です。 
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こ
の
工
事
は
、
都
市
化
の
進
行
に

よ
る
雑
排
水
の
流
入
、
ゴ
ミ
投
棄
、

人
身
事
故
等
の
危
険
性
等
を
防
止
す

る
た
め
に
、
東
海
農
政
局
新
濃
尾
農

地
防
災
事
業
所
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
改
修
工
事
（
古
く
な
っ
た
羽
島
用

水
路
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
す
る
工
事
）

を
行
う
も
の
で
す
。 

 

工
事
区
間
は
、
犬
山
頭
首
工
か
ら

笠
松
町
田
代
地
内
ま
で
の
延
長
十
八
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
平
成
十
二

年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
既
に
徳

田
地
区
ま
で
の
十
二
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
施
工
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
今
年
度
の
工
事
は
、
岐
南
町
徳
田

（
徳
田
調
圧
水
槽
）
か
ら
笠
松
町
弥

生
町
（
笠
松
中
学
校
）
ま
で
の
約
一
・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
徳
田
調
圧
水

槽
〜
笠
松
駅
区
間
で
は
、
既
設
の
開

水
路
を
一
部
取
り
壊
し
、
直
径
一
・

八
メ
ー
ト
ル
の
パ
イ
プ
を
埋
設
し
ま

す
。
ま
た
、
笠
松
駅
〜
笠
松
中
学
校

区
間
で
は
、
町
道
の
下
に
あ
る
既
設

の
暗
渠
内
に
直
径
一
・
六
五
メ
ー
ト

ル
の
パ
イ
プ
を
布
設
し
ま
す
。 

　
工
事
期
間
は
、
平
成
十
八
年
十
月

中
旬
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
下
旬
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

   　
羽
島
用
水
路
改
修
工
事
を
行
う
た

め
、
上
図
の
通
り
一
部
区
間
に
お
い

て
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。 

　
工
事
中
は
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
工
事
期
間
中
、
中
央
公
民
館
前
バ

ス
停
は
、
公
民
館
駐
車
場
東
側
に

な
り
ま
す
。 

羽島用水路改修工事標準断面図 

笠松駅～笠松中学校 徳田調圧水槽～笠松駅 

歩道 道路 

既設笠松暗渠 
分水管（新設） 

パイプライン（新設） 
塩化ビニル管　350～250mm

強化プラスチック複合管　1650mm
パイプライン（新設） 

既設構造物 

既設構造物 

強化プラスチック複合管　1800mm

（取壊し） 
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新町、西宮町、友楽町、緑町、下門間、中野　 

宮川町、二見町、美笠通1丁目、春日東陽常盤町、松栄町1丁目、松栄町3丁目、長池北 

清住町、美笠通3丁目 

上新町、中新町、下新町、天王町、上柳川町、松栄町2丁目、円城寺 

柳原町、下本町、港町、八幡町、若葉町、弥生町、大池町、瓢町、田代東 

西町、県町、門前町、桜町、美笠通２丁目、西金池町、長池東、北及第１、南栄町 

上本町、司町、奈良町、泉町、田代中、中門間、北門間、無動寺、江川　 

6町内会 

7町内会 

2町内会 

7町内会 

9町内会 

9町内会 

9町内会 

事業開始月 町 内 会 名 実施町内会数 

平成17年度 
（※モデル事業） 

平成18年9月 
（実施予定） 

平成18年4月 

平成18年5月 

平成18年6月 

平成18年7月 

平成18年8月 

 

 

 

門前町町内会　8月8日スタート 長池東町内会　8月2日スタート 県町町内会　8月1日スタート 

桜町町内会　8月11日スタート 北及第1町内会　8月10日スタート 南栄町町内会　8月10日スタート 

西町町内会 西金池町町内会　8月18日スタート 美笠通2丁目町内会　8月1１日スタート 

次回の広報に掲載します 
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　町内会単位による資源ごみの分別回収が、各町内会のご協力の下４月から本格的に始まって以来５ヶ月が経
過します。ごみの減量化と資源の有効活用を最大の目的に始められたこの事業は、体制が整った町内から順次
始められており、８月末現在で 40町内、4,730世帯で全体の約 60％の世帯に取り組んでいただいています。９
月からは、さらに9町内 1,500世帯での実施が計画されており、10月からの全町的な実施に向け順調に展開され
ています。 
　町では、事業実施にあたり各町内会の要請に基づき、各地域に出向かせていただき、「ごみ出しルール」を中
心とした説明をさせていただいていますが、中には「今まで勘違いをして出していた」「資源として出す事によ
り燃えるごみが減るのなら協力する」「違反ごみの量の多さに驚いた」「町内会未加入世帯への周知の徹底が必要」
等などのご意見が出ています。 
　また、各町内のステーションでは、当番制により分別徹底のための監視体制を整えられるとともに、それぞ
れ創意と工夫を重ねられ効率的な管理に努められています。なお、町職員によるサポートも軌道に乗るまでの
間継続させていただきます。 
　いずれにいたしましても、今回の取り組みは住民協働（自助・共助・公助）の機能が発揮されなければ成立
しません。皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

弥生町町内会　7月28日スタート 八幡町町内会　7月18日スタート 瓢町町内会　7月14日スタート 

大池町町内会　7月14日スタート 港町町内会　7月11日スタート 下本町町内会　7月11日スタート 

柳原町町内会　7月11日スタート 田代東町内会　7月10スタート 若葉町町内会　7月7日スタート 
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町
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
す
る
た
め
、

各
公
共
施
設
に
「
ふ
れ
あ
い
意
見
箱
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
町
政
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
・
ご
質
問
な
ど
を
、
備
え
付

け
の
「
ふ
れ
あ
い
意
見
カ
ー
ド
」

ま
た
は
、
ど
ん
な
用
紙
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
記
入
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や

事
業
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

　
七
月
末
ま
で
に
投
稿
さ
れ
た
内

容
と
検
討
や
対
応
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

  

一
、
職
員
な
ど
に
関
し
て
（
五
件
） 

・
職
員
の
服
装
に
つ
い
て 

・
職
員
の
勤
務
態
度
に
つ
い
て 

・
窓
口
対
応
の
時
間
に
つ
い
て 

・
公
文
書
用
語
に
つ
い
て 

 

町
よ
り
　
公
務
員
に
ふ
さ
わ
し
い

清
楚
で
良
識
あ
る
服
装
に
心
が
け

る
と
と
も
に
、
窓
口
に
お
見
え
に

な
る
か
た
の
対
応
に
つ
い
て
、
今

一
度
見
直
し
を
行
な
い
、
極
力
お

待
た
せ
し
な
い
よ
う
改
善
策
を
講
じ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
公
文
書
に
お
い
て

も
、
不
信
を
抱
く
よ
う
な
記
述
は
無

く
す
よ
う
、
公
文
書
用
語
の
統
一
を

図
り
ま
す
。 

  

二
、
議
員
に
関
し
て
（
二
件
） 

・
議
員
定
数
に
つ
い
て 

 

町
よ
り
　
平
成
十
六
年
十
二
月
定

例
会
に
お
い
て
、
次
の
一
般
選
挙
（
平

成
二
十
年
三
月
予
定
）
よ
り
議
員
定

数
を
十
四
人
か
ら
十
人
に
削
減
す
る

条
例
改
正
を
し
て
い
ま
す
。 

  

三
、
公
共
施
設
な
ど
に
関
し
て 

　
　
　
　
　
　
（
十
九
件
） 

・
み
か
さ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
駐
車

に
つ
い
て 

・
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て 

・
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
記
名
に
つ
い

て 

・
奈
良
津
堤
の
交
通
安
全
に
つ
い
て 

・
町
民
プ
ー
ル
跡
地
利
用
に
つ
い
て 

・
笠
松
中
学
校
冷
房
施
設
に
つ
い
て 

 

町
よ
り
　
既
存
施
設
な
ど
に
お
き

ま
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

事
業
の
充
実
や
改
善
を
図
り
、
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
プ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て

は
、
運
動
公
園
の
一
部
と
し
て
住
民

の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う

な
整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
笠

松
中
学
校
冷
房
施
設
は
、
以
前
「
冷

房
は
不
要
」
と
の
判
断
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
再
度
中
学
校
と
と
も
に
検

討
を
行
い
ま
す
。 

  

四
、
福
祉
に
関
し
て
（
二
件
） 

・
介
護
保
険
料
算
定
に
つ
い
て 

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
に
つ
い
て 
 

町
よ
り
　
介
護
保
険
料
の
算
出
に

は
、
自
治
体
の
規
模
は
影
響
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
支
出
で
あ
る
介
護
給

付
が
伸
び
な
い
よ
う
、
介
護
予
防
事

業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
条
件
に

つ
い
て
は
、
教
育
関
係
者
を
含
め
た

有
識
者
と
協
議
を
し
て
設
定
し
ま
し

た
が
、
今
年
の
運
営
や
利
用
状
況
を

見
て
、
来
年
度
に
つ
い
て
も
慎
重
に

検
討
を
行
い
ま
す
。 

  

五
、
教
育
文
化
に
関
し
て
（
一
件
） 

・
新
笠
松
音
頭
に
つ
い
て 

 

町
よ
り
　
伝
統
文
化
、
芸
能
に
つ

い
て
は
関
係
団
体
と
の
調
整
を
図
り
、

次
の
世
代
へ
正
し
い
継
承
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

【
問
合
先
】
企
画
課 

　
町
で
は
、皆
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝
い

す
る「
敬
老
会
」を
九
月
十
三
日（
水
）

に
、「
敬
老
の
つ
ど
い
」を
九
月
十
八
日（
祝・

月
）に
開
催
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、町
内
の
最
高
年
齢
者
は
、今
年

度
中
に
百
二
歳
に
な
ら
れ
る
女
性
の
か

た
で
す
。 

　
ま
た
、七
十
五
歳
以
上
と
な
ら
れ
る

か
た
は
二
千
十
八
人（
男
性
七
百
五
十

八
人
、女
性
千
二
百
六
十
人
）で
、昨
年

よ
り
百
七
人
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

敬老会 

区　分 該 当 者 月　日 時　間 会　場 

敬老のつどい 

９月13日（水） 

９月18日（祝・月） 

午前11時～ 

午前10時～ 

吹原 
（柳原町） 

中央公民館 
大ホール 

88歳のかた 
（大正７年４月２日～ 
  大正８年４月１日生れのかた） 

75歳以上のかた 
（昭和７年４月１日以前 
  生まれのかた） 
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７月12日（水） 

運動公園内運動場（敬称略） 

　Ａブロック　優勝　長池寿会 
　Ｂブロック　優勝　笠松Ｐ・Ａ 
　Ｃブロック　優勝　笠松Ｐ・Ｂ 
　Ｄブロック　優勝　朝日会 
　Ｅブロック　優勝　おもと会Ｂ 
　Ｆブロック　優勝　笠松Ｐ・Ｃ 
　Ｇブロック　優勝　おもと会Ａ 

　全日本選抜少年剣道錬成大会が、７月27日に日本武
道館で開催され、当町から森敦史さん（笠松中２年・
悟道館所属）が団体の部で出場され健闘されました。 

　笠松卓球スポーツ少年団・笠中生徒（ＫＳ会所属）が、
中部日本大会や全国大会に出場され各大会に健闘され
ました。当町からの出場者は、次の皆さんです。 

（敬称略） 
　全日本卓球選手権大会ホープス以下の部（７月28～

30日・グリーンアリーナ神戸体育館）・全国ホープ

ス卓球大会（８月29～31日・東京都体育館） 

　◎個人・団体の部　板橋秀明（松枝小４年） 
　全国ホープス東日本ブロック卓球大会（８月11日～

12日・茨城県筑西市総合体育館） 

　◎団体の部　石神あや乃（松枝小５年） 
　　　　　　　板橋香奈（松枝小６年） 
　　　　　　　森　美幸（下羽栗小６年） 
　第58回中部日本卓球選手権大会（８月26日～27日・

富山県総合体育センター） 

　◎カブ男子の部　板橋秀明（松枝小４年） 
　◎ホープス男子の部　藤田博輔（笠松小６年） 
　◎ホープス女子の部　板橋香奈（松枝小６年） 
　　　　　　　　　　　森　美幸（下羽栗小６年） 
　◎カデット男子の部　森　吉弘（笠中２年） 
　◎カデット女子の部　中島麻美、岩塚春香 
　　　　　　　　　　　（以上笠中２年） 
　　　　　　　　　　　杉浦侑弥香、伊藤璃恵 
　　　　　　　　　　　（以上笠中１年） 

　東海四県学童軟式野球大会が、８月26日から28日ま
で愛知県日進市口論義運動公園野球場で開催され、県
大会で準優勝の笠松野球スポーツ少年団が出場され健
闘されました。 
 

　笠松中学校生徒の皆さんが８月３日に役場を訪れ中
学校総合体育大会東海大会出場の報告をしました。 
　当日は、大会に出場する11人の選手が大会に向けて
の抱負を述べると、広江町長と加藤郡体育協会長から「日
ごろの練習の成果を十分発揮し、頑張ってきてくださ
い。」と選手たちに激励しました。 
　なお、東海大会は８月７日から９日まで三重県で開
催され、惜しくも全国大会の出場にはいたりませんで
したが、バドミントン男子団体戦および個人戦ダブル
スが３位入賞、水泳女子100メートル平泳ぎが４位入賞
するなどそれぞれの競技で健闘されました。 
●出場選手の皆さん（敬称略） 
【バドミントン】永田智也、戸崎　徹、荒川勇太、 
　西垣克哉、永田勝也、牧野崚平、坪井梨恵 
【陸上】足立純子 
【水泳】福田逸併、箕浦由布 
【卓球】杉山未由希 

　サントリーカップ第26回全日本バレーボール小学生
大会が、８月15日から18日まで東京都体育館などで開
催され、当町から中島奨太さん（松枝小６年・岐南セ
レージャＶ・Ｃ所属）が健闘されました。 

　全国小学生学年別柔道大会が、８月20日に富山県射
水市総合体育センターで開催され、宮田真岳さん（松
枝小５年）が小学５年男子
40kg以下級に出場され健闘
されました。 
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　９月の休日当番医は次のとおりです。必ず保険証
をご持参ください。 
　なお、当番医が急用などで変更する場合もありま
すので、前もって役場で確認してください。 

◆在宅当番医一覧表 

3 

10 

17 

18 

23 

24

小寺医院 

沢田内科 

杉山内科医院 

こめの医院 

愛生病院 

松波総合病院 

日 医 師 名 所　在 電　話 

◆二次的病院一覧表 

松波総合病院 笠松町田代 388-0111

小寺　三喜 

沢田　英夫 

杉山　豊久 

伊藤　恒夫 

服部　福徳 

山北　宜由 

笠松町美笠通 

岐南町上印食 

笠松町奈良町 

笠松町米野 

笠松町円城寺 

笠松町田代 

387-4504 

247-5131 

388-3600 

387-6010 

388-3300 

388-0111

※入院を必要とされるかたは、二次的病院に入院できることになっ 
　ています。 
※○印は祝日 

【内科系】診療時間9時～16時 

※○印は祝日 
※上記以外については、羽島郡救急医療情報センター（羽島郡広域 
　連合消防本部内）へ照会してください。　388-3799

◆在宅当番医一覧表 

小島歯科医院 

ごとう歯科 

ゴトウ歯科医院 

さかえ歯科クリニック 

高瀬歯科医院 

立松歯科医院 

小島　　良 

五藤　雅敏 

五藤　彰宣 

千地　栄作 

高瀬　市將 

立松　　充 

笠松町奈良町 

笠松町田代 

岐南町八剣 

岐南町伏屋 

岐南町上印食 

笠松町門間 

387-2848 

387-0955 

246-7215 

240-0644 

240-5050 

388-2078

【歯科系】診療時間10時～16時 

　胃がん・大腸がん・肺がん検診（集団検診）を次
のとおり実施します。３月の健（検）診申込調査で
申し込んでみえるかたには、ご案内を郵送します。
申し込みをしていないかたで検診を希望されるかた
は福祉健康課・健康担当（　388－7171）へご連絡く
ださい。 
【対象者】平成18年度中に40歳以上になるかた 
【日程・場所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  【受付時間】８時45分～10時30分 
【検診自己負担金】 

3 

10 

17 

18 

23 

24

日 病 院 名 所　在 電　話 

3 

10 

17 

18 

23 

24

日 医 師 名 所　在 電　話 
　なお、「かさまつホームカレンダー」の日程が一
部変更になっていますのでご注意ください。 

70歳未満 

70歳以上 

胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 
600円 

200円 

500円 

100円 

500円 

100円 

福祉会館 

総合会館 
 

11 
14 
19 
2 
11 
16 
18 
20 
23 
1 
10 
20 
21

月 
木 
火 
月 
水 
月 
水 
金 
月 
水 
金 
月 
火 

福祉健康センター 

スポーツ交流館 
総合会館 
スポーツ交流館 
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月 日 曜日 場　　　　所 

10

11

　犬の買い主には、狂犬病予防法で年一回、犬への
予防注射が義務付けられています。予防注射未接種
の方は、動物病院で受けてください。 
　また、生後91日以上の犬には生涯に一回の登録が
必要です。 



運動場・テニスコート（１０月分） 
【月　日】９月25日（月） 
【時　間】午後7時30分～ 
【場　所】中央公民館 

　福祉医療費助成制度が改正され、10月１日から下
記のようになります。 
【受給対象者の拡大】 
　・重度心身障害者・重度心身障害老人 
精神障害者保健福祉手帳１級・２級をお持ちの
かた 

　・父子家庭 
　　父子家庭の父と子 
いずれも所得制限があり、申請手続きが必要です。
申請受付期間・場所・持参するものについては左
記の重度・母子更新手続きと同様です。精神障害
者保健福祉手帳をお持ちのかたは手帳も持参して
ください。 
【助成範囲の変更など】 
　・全制度共通 
　　入院時食事療養費に係る標準負担額助成の廃止 
　・乳幼児・児童 
受給者証の色・番号の変更（平成12年４月２日
から平成15年10月１日までに生まれたかたのみ） 

　・重度心身障害老人 
有効期間の新設（現在受給者証をお持ちのかた
も平成20年10月１日からは所得制限が適用され
ます） 

【新受給者証の交付】 
　乳幼児・児童および重度心身障害老人のかたは
９月下旬に郵送いたします。それ以外のかたは交
付（更新）申請時に窓口で交付します。 

　重度心身障害者（65歳未満）、母子・父子家庭で
現在「福祉医療費受給者証」を使用されているかたは、
９月30日で有効期間が満了となります。 
　更新をされないと、10月からの医療費助成が受け
られなくなりますので、必ず更新手続きをしてくだ
さい。 
【受付期間】９月20日（水）～29日（金） 
【受付場所】役場福祉健康課 
【持参するもの】 
　・印鑑 
　・国民健康保険など加入保険の被保険者証 
　・現在の福祉医療費受給者証 
　・公的年金証書（遺族年金など受給中のかた） 
　・福祉医療費が支給されるときの振込先金融機関名・
口座番号・口座名義人がわかるもの（通帳など） 

　骨粗しょう症とは、骨がもろく折れやすくなる状
態をいいます。骨を強くし、骨折を防ぐためには、
若いころからの予防が大切です。 
　そこで「骨粗しょう症予防教室～栄養編～」を開
催します。是非、ご参加ください。 
【日　時】９月26日（火） 
　　　　　午前９時15分～午後１時（受付は９時から） 
【場　所】福祉健康センター 
【対象者】40～64歳のかた 
【内　容】・簡易的な骨密度測定 
　　　　　・調理実習や試食等 
【持ち物】エプロン 
【参加費】無料 
【申込期限】９月19日（火） 
【問合先】福祉健康課　 388－7171

11

　心の健康に関する相談に、精神科医が応じます。 
　お気軽にご相談ください。 
【日　時】　９月20日（水）午後２時～３時 
【場　所】福祉健康センター 
【相談員】精神科医師、岐阜保健所保健師 
【申込期限】９月19日（火） 
【問合先】福祉健康課　　388－7171
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　各務原市の内藤記念くすり博物館薬草園で、薬草
園職員から植物の特徴や薬効などについての話を聞く、
薬用植物観察会が開催されます。また、観察会終了後、
薬膳料理を楽しんでいただけます。 
【月　日】９月20日（水） 
【時　間】午前10時30分～午後１時 
【場　所】内藤記念くすり博物館 
　　　　 （各務原市川島竹早町１） 
【定　員】50人（申込順） 
【対　象】中学生以上 
【参加費用】薬膳料理代1,050円（当日現地徴収） 
【申込開始】９月７日（木）午前８時30分～ 
【申込・問合先】各務原市産業文化センター６階 
　　　　　　　　木曽川学研究所内 
　　　　　　　　木曽川学研究協議会　　383-1042
【受付時間】土曜・日曜・祝日を除く 
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分 

【対象者】 
　戦没者などの死亡当時の遺族（生まれていた）で、
平成17年４月１日において、公務扶助料や遺族年金
などを受けるかたがいない場合に、次の順番による
先順位の遺族一人 
　１　弔慰金の受給権者 
　２　子 
３　戦没者などと生計関係があって、戦没者などと
氏が同じである父母、孫、祖父母、兄弟姉妹 

　４　３以外の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹 
５　１～４以外のご遺族で、戦没者などの死亡時
まで引き続き１年以上生計関係のあった三親
等以内の親族 

【支給内容】額面40万円　10年償還の記名国債 
【請求期限】平成20年３月31日 
【問合先】福祉健康課 
※既に請求されているかたは、国債が町に届くま
でにかなりの時間を要しますので、しばらくお
待ちください。 

　児童館では、小学生・幼児親子を対象にした行事
を行っています。参加を希望されるかたはお申し込
みください。 
　また、卓球・オセロゲームなども出来ますので遊
びに来てください。 
【申込・問合先】児童館　　388-0811

〈小学生行事〉 
月・日（曜日） 

10月 

7日 

21日 

29日 

12日 

18日 

26日 

2日 

10日 

16日 

27日 

 

記録に挑戦しよう 

ボラクラブ 

オセロであそぼう 

年賀状をつくろう 

ボラクラブ 

カレンダーづくり 

クリスマス飾りづくり 

クリスマス会 

ボラクラブ 

大掃除とおたのしみ会 

（土） 
（土） 
（日） 
（日） 
（土） 
（日） 
（土） 
（日） 
（土） 
（水） 
 

11月 

12月 

時　間 行　事　名 

10：00～ 

 

 

10：00～ 

 

 

10：00～ 

2：00～ 

〈幼児親子行事〉 ピヨピヨひろば10：30～ 手づくりクラブ11：00～ 
月 日（曜日） 日（曜日） 

10月 

11月 

12月 

5日 

9日 

7日 

 

 

（木） 

（木） 

（木） 

 

 

・ 6日 

・10日 

・ 8日 

 

 

（金） 

（金） 

（金） 

 

 

10日 

14日 

12日 

 

（火） 

（火） 

（火） 

 

 

　木曽川には岩場や砂地、川原石などの河川敷が広
がり、そこには多くの植物が生育しています。木曽
川が育んだ豊かな自然にふれながら、植物の名前の
由来やその生態などについて、楽しみながら学ぶ観
察会を開催します。 
【日　　時】９月27日（水） 
　　　　　　午前９時30分～11時45分 
【集合場所】各務原市下中屋町「勤労青少年運動場」 
　　　　　　南側の木曽川河川敷 
【定　　員】25人（申込順） 
【参加費用】500円（当日徴収） 
【講　　師】岐阜県立森林アカデミー 
　　　　　　助教授　柳沢　直  氏 
【観察植物】初秋の植物（カワラハハコ・ヤナギタデ・
　　　　　  ガガイモ）の観察 

雨天の場合は、中央ライフデザインセン
ター第一研修室（各務原市民会館）で植
物観察会を開催します。 

【申込開始】９月８日（金）午前８時30分 
【申込・問合先】木曽川学研究協議会 
　　　　　　　  （各務原市産業文化センター６階 
　　　　　　　　木曽川学研究所内）　383-1042 
【受付時間】土曜・日曜・祝日を除く 
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分 
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　家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・
生活学校の協力で、下記のとおり実施します。ぜひ、
ご利用ください。 
【月　日】９月15日（金） 
【時　間】午前９時30分～11時30分 
【回収場所】役場・中央公民館・松枝公民館・ 
　　　　　　下羽栗会館 
　※新聞紙、牛乳パック、ダンボール、アルミ缶も
　　同時に回収します。 

　食事は子どものすこやかな体と心を育てます。幼
いころにつくられた一人ひとりの食習慣は、将来に
わたって大きく影響するものであり「食育」が大切
になります。そこで、食育に関する講義や調理実習
を行う「ヤングレディースクッキング」を開催します。 
【対象者】小児を持つ母親 
　　　　  （お子さん連れでもかまいません） 
【日　時】１回目９月27日（水） 
　　　　　２回目11月15日（水） 
　　　　　午前９時30分～午後１時 
【内　容】講義・調理実習 
【場　所】福祉健康センター（長池408－１） 
【参加料】１回につき500円 
【持ち物】エプロン 
【申込期限・問合先】９月20日（水）まで 
　　　　　　　　　　福祉健康課・健康担当　 
　　　　　　　　　　　388-7171

【期　　間】９月８日（金）～29日（金） 
【開館時間】午前９時～午後５時 
【休館日】月曜日・祝日の場合はその翌日 
【入館料】無料 
 

【時　間】午前８時30分～午後４時 
【場　所】笠松中学校運動場 
【主　催】笠松町民運動会実行委員会 

【申込期限】９月８日（金） 
【申込先】笠松町民運動会実行委員会事務局 
　　　　  （中央公民館内） 

　笠松町民運動会実行委員会では、職域・クラブ
別リレー（１チーム４人の男女別400メートルリ
レー）の参加者を募集しています。 

　10月１日、全国一斉に事業所・企業統計調査が行
なわれます。この調査は、商店や工場、営業所など、
すべての事業所や企業を対象に行なわれます。 
　この調査では、事業所や企業の産業、従業者規模
などの基本的な構造を全国、地域別に明らかにし、
これにより得られた結果は、
地域のまちづくりに必要な様々
な行政施策の基礎資料として
活用されます。 
　調査対象の事業所・企業へは、
９月下旬から10月上旬までに
調査員がお伺いしますので、
ご協力をお願いします。 
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　皆さんの子育てを少しでもサポートするため、３
歳未満のお子さんと保護者のかたが遊びをとおして
ふれあう場、保護者のかたの交流の場として子育て
サロンを開催します。皆さんお気軽に遊びに来てく
ださい。お待ちしています。 
【月　日】９月21日（木） 
【時　間】午前10時～11時 
【場　所】第一保育所　遊戯室 
【対象者】３歳未満児とその保護者 
【問合先】子育て支援センター 
　　　　 （第一保育所内　387－2664） 
　※車でお越しのかたは、中央公民館駐車場をご利
　　用ください。 

　町婦人防火クラブでは、家庭における火災予防を
目的に、防火対策研修会を次のとおり開催しますので、
是非ご参加ください。 
【テーマ】家庭における防火対策について 
【月　日】９月25日（月） 
【時　間】午前９時30分～ 
【場　所】羽島郡広域連合消防本部大会議室（３階） 
　※研修会終了後、消火器による初期消火訓練を同
　　消防本部駐車場で実施します。 
【問合先】笠松町婦人防火クラブ事務局 
　　　　 （役場総務課内　　388－1111　内線322 ） 

　子育て家庭を地域社会全体で応援していく事業が
始まります。 
【事業の対象となるかた】県内に在住する18歳未満
のお子さんがいる世帯のかた（お子さんが18歳に
なって最初に迎える３月31日までは有効） 
【事業の内容】対象となる世帯からの申請により、
カードが交付されます。キャンペーン参加店舗で
カードを見せると、買い物のスタンプポイントの
加算や、割引などの「特典」が受けられたり、買
い物中の託児や、歩行器、クーハン、幼児用椅子
の無料貸出、ミルク用のお湯の提供などの「応援」
が受けられます。※「特典」「応援」は参加店舗
の善意によるもので、参加店舗ごとに異なります。
ご利用前に必ずご確認ください。） 
【カードの申請方法】申請者本人及び18歳未満のお
子さんがいることが確認できる書類（健康保険証
など）を持参して申請してください。 
【カードの申請先】役場福祉健康課窓口、福祉健康
センターまたは、岐阜振興局振興課のキャンペー
ン事業受付担当窓口（なお、仕事の都合などで窓
口申請できないかたは、岐阜振興局振興課（〒500
－8708岐阜市司町１）へ郵送申請ができます。申
請書、申請者本人および18歳未満のお子さんがい
ることが確認できる書類のコピー、返信用140円切
手を必ず同封のうえお送りください。） 
【参加店舗】参加店舗には県よりステッカーが配布
され、店頭に掲示されます。店舗の参加申込（随時）
については、岐阜県総合政策課へお問い合わせく
ださい。 
【特典・応援内容の確認】カード申請時に、参加店
舗の名称、所在地、特典・応援内容が記載された
一覧表をお渡しします。また、キャンペーン事業
のホームページでも確認できます。 
　（http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11121/campaign/） 
【問合先】 

　子育て支援センター（　387－2664） 
　岐阜振興局振興課（　264－1111・内線213） 
　岐阜県総合政策課（　272－1111・内線2061） 

【月　日】10月８日（日） 
【時　間】午前９時～ 
【場　所】町民体育館２階競技場 
【参加資格】町内に在住、在勤のかた 
【種　目】①一般男子・女子の部 
　　　　　②中学生男子・女子の部 
　　　　　③親子「父子・母子」の部 
　　　　　④小学生３・４・５・６年の部 
【参加料】100 円 
【申込期限】９月29日（金） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 
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　笠松町文化協会では、「第10回かさまつ文芸祭」
を開催します。 
【月　日】10月８日（日） 
【時　間】午後１時～４時30分（午後０時30分受付開始） 
【場　所】中央公民館　集会室 
【内　容】・歌会および句会　午後１時～２時30分 
　　　　　・表彰式および全体会　午後２時40分～４時30分 

　第36回笠松町美術展の作品を募集しています。 
ぜひご出品ください。 
【開催期間】11月３日（金）～５日（日） 
【出品者資格】町内の在住、在勤、在学（中学生以上）
および町内出身者や町内で学習しているかた 
【出品作品点数】１部門２点以内（１人３点まで） 
【申込期限】９月25日（月） 
【申込方法】出品申込票を中央公民館へ提出（出品
申込票は中央公民館、松枝公民館、総合会館にあ
ります。） 
【募集部門・作品規格】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合先】笠松町美術展実行委員会事務局 
　　　　 （中央公民館内） 

　県では、県民の障害者に対する理解と認識を深め、
障害者の自立意欲を促し福祉の増進を図ることを目
的に、障害者のかたの作品および福祉用品などの展示、
製作品の即売を行います。 
【月　日】９月15日（金）～18日（月） 
【場　所】マーサ21　 
　　　　　セントラルコート（岐阜市正木1599） 
【問合先】（財）岐阜県身体障害者福祉協会 
　　　　　　　273 －1111

60号以内 

・額装を原則とし、額には紐をつける。 

日本画・洋画 

版画・水墨画 

彫塑・工芸 

部　門 作 品 規 格 

書 

写真 

デザイン 

色紙以上とする。（軸装または額装に限る） 

Ｂ全判以内を原則とし、額には紐をつける。 

陶芸・ちぎり絵・刺繍・人形・パッチワークなど（特

に限定はしません） 

机上もしくは壁面（ボード）に展示できる大きさ。

（壁面展示物には、つるし紐をつける） 

６つ切りから全紙を原則とする。ただし全倍は１

人１点とする。（組写真は４つ切り以下） 

　笠松町シルバー人材センターでは、高齢者の能力
活用と技術取得を目指した技能講習会を下記のとお
り開催します。 
 
 
 
 
 
 
【対　象】おおむね60歳以上の健康で働く意欲のあ
　　　　　 るかた（趣味・教養のための受講は不可） 
【受講料】無料 
【その他】昼食は各自用意 
　※受講を希望されるかたは、開催初日の１週間前
　　までに電話でお申し込みください。 
【申込・問合先】笠松町シルバー人材センター 
　　　　　　　　　387－5332

講習内容 

講習日 

時　間 

定　員 

場　所 

庭 木 の 剪 定 

 9月21日（木）・22日（金）・25日（月）・26日（火）の４日間 

午前10時から午後４時 

15人 

笠松保育園（西宮町42） 

　多重債務者の支援の一助とするため、多重債務110
番を開設します。 
【日　時】９月23日（土）午前10時～午後４時 
【電話番号】　277－1003　岐阜県県民生活相談セン
ター（岐阜市藪田南５―14―53　岐阜県県民ふれ
あい会館内） 
【相談料】無料 
【相談対応】弁護士、司法書士、消費生活相談員 
【注意事項等】 
①相談受付の電話番号は、県民生活相談センター
の番号と同じですが、当日は多重債務以外の相
談の受付は行いませんのでご注意ください。 
②電話相談が基本ですが、来所での相談も承ります。
当日、あらかじめ電話でご予約ください。 
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【売却物件（農地）】 
　笠松町門間字船原前1682番２　外１件 
【売却の方法】一般競争入札（期間入札）による売却 
※郵送または持参による入札は東海財務局（〒460－
8521名古屋市中区三の丸３－３－１）で受付（岐
阜財務局では受付不可） 
※インターネット「国有財産電子入札システム」
による入札参加可能 
※売却物件は市街化調整区域内農地のため、入札
参加にあたり農業委員会などが交付する「買受
適格証明書」の提出が必要 

【公示日】８月31日（木） 
【入札受付期間】 
　平成19年２月１日（木）～９日（金） 
　午後５時必着 
【開札日】平成19年２月19日（月） 
【開札場所】東海財務局（名古屋市中区） 
【資料などの配布】「入札のしおり」を公布日以降
　　　　　　　　　　配布 
【問合先】岐阜財務事務所　売却担当　　247－4252

 

　笠松刑務所では、矯正行政や刑務作業に対する地
域住民のかたがたにご理解とご協力をえるため笠松
矯正展を開催します。 
【日　時】９月９日（土）午前10時～午後４時 
　　　　　９月10日（日）午前９時～午後３時30分 
【場　所】笠松刑務所 
　　　　　※巡回町民バス利用の場合 
　　　　　　笠松郵便局前下車徒歩２分 
【催物予定】 
　・刑務作業の紹介 
　・矯正施設の紹介 
　・刑務作業製品の展示即売 
　・施設見学 
　・西消防署による救急車、救命指導（AED）（両日午前） 
　・岐阜工業高校によるミニＳＬの運行（９日） 
　・清翔高校による和太鼓演奏（９日） 
　・笠松保育園児による鼓笛隊（９日）など 
　・岐阜工業高校ブラスバンドによる音楽演奏（10日） 
【問合先】笠松刑務所企画部門　　387－5121

【採用予定人員】男子職員　若干名 
【受験資格】 
①・第１種（大学卒業程度）昭和56年４月２日か
ら昭和60年４月１日までに生まれた男子のかた 
　・第２種（高校卒業程度）昭和60年４月２日か
ら平成元年４月１日までに生まれた男子のかた 

　②日本国籍を有するかた 
③成年被後見人及び被保佐人（準禁治産者を含む）
でないことやその他公務員として法律的に欠格
事項がないかた 

【試験日時・場所・方法】 
　○第１次試験 
　　　日　時　10月25日（水）午前９時～ 
　　　場　所　笠松中央公民館 
　　　試験方法　教養・体力・適性試験 
　○第２次試験（第１次試験合格者のみ） 
　　　日　時　11月中旬（予定） 
　　　場　所　羽島郡広域連合 
　　　試験方法　口述試験 
【採　用】平成19年４月１日 
【申込期間】９月11日（月）～10月10日（火） 
【申込方法】９月１日以後、消防本部総務課に申込用

紙がありますので、必要事項を記入の
うえ申込期間内に提出してください。 

【申込・照会先】羽島郡広域連合総務課　 
　笠松町美笠通３丁目25番地　　388－1196

長月〔SPⅡ〕シリーズ 

９月11日（月）萩特別 
　　12日（火）海津資材杯　　 
　　13日（水）第33回オータムカップ（SPⅡ） 
　　　　　　　白露賞（指定交流）・ききょう賞（指定交流） 
　　　　　　　なでしこ特別 
　　14日（木）CJシリーズ第15戦・すすき賞 
　　15日（金）第31回秋風ジュニア（P）・長月特別 



内　　　容 日（曜日） 受付時間 場　　所 受付時間 場　　所 内　　　容 

心 配 ごと相 談  
 

悩 みごと相 談  
 

行　政　相　談 

 

人　権　相　談
 

 

 

身体障害者相談 

日（曜日） 

図書室休室日のお知らせ 

今月のお休みはありません。10月１日（日）、２日（月）は休室日です。 
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書館には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。 

担当地域民生委員の在宅相談
 

 

 6 日（水） 

20日（水） 

在宅相談　行政相談委員 
　岩田　修　宮川町57　　387-3718

在宅相談　人権擁護委員 
　齋藤好子　中川町20　　387-0812 
　保母勝壽　弥生町30　　387-2782 
　後藤　稔　北及1183　　388-1495 
　杉原貴子　中野256　  　388-1496

在宅相談　身体障害者相談員 
　南谷隆行　上本町26　　387-2247 
　早水春生　西宮町131  　388-0029 
　河尻和男　北及1902　　387-5788 
　堀場靖隆　円城寺929  　388-3791

13：00～15：00 

 

福祉会館 

  5日（火） 

  14日（木） 

 28日（木） 

  19日（火） 

7日（木） 

4日（月） 

26日（火） 

  26日（火） 

4日（月） 

13日（水） 

  20日（水） 

26日（火） 

4日（月） 

13日（水） 

  20日（水） 

7日（木） 

21日（木） 

  27日（水） 

  11日（月） 

  14日（木） 

  19日（火） 

  22日（金） 
 

 

 

 

 

乳児健康診査・BCG予防接種 

1歳6か月児健康診査・フッ化物塗布 

3歳児健康診査・フッ化物塗布 

お 誕 生 教 室  

にこにこ教 室  

歯みがき教 室  
 

プレパマクラブ 

 

育児相談・マタニティ相談 
 

 

 

健　康　相　談 

 

転倒予防教室 
 

認知症・閉じこもり予防教室 

 

胃がん・大腸がん・肺がん検診 

 

献　　血 

13：20～14：10 

 
13：10～13：50 

13：20～14：00 

9：20～ 9：30 

 
13：00～14：30 

13：00～13：10 

13：00～14：30 

10：00～11：30 

13：30～14：30 

13：00～14：30 

13：00～14：30 

 
13：30～14：30 

13：30～15：30 
 

13：30～15：30 

 

8：45～10：30 

 

10：00～12：00 

13：00～16：00 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
福祉健康センター 

 

 

 

福祉健康センター 

第一保育所 

下羽栗会館 

福祉健康センター 

福祉健康センター 

福祉会館 

下羽栗会館 

総合会館 
 

福祉健康センター 

 

福祉会館 

 

ユーストア笠松店 

松波総合病院 

 

【賞　金】1等・前後賞合わせて　2億円 
　　　　　　　　　　　　　2等　1千万円 
　　　　　　　　　　　　　3等　100万円 
【収益金】市町村の環境対策、高齢化対策など 
　　　　　地域住民の福祉向上のために使われ 
　　　　　ます。 
【発売期間】9月25日（月）～10月13日（金） 
【抽選日】10月18日（水） 
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今
年
の
四
月
、
年
少
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
年
中
に
進
級
し
、
年
中
だ

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
年
長
に
進
級
し

ま
し
た
。
そ
し
て
新
し
い
年
少
の
子

ど
も
た
ち
が
入
園
し
て
き
ま
し
た
。 

　
少
し
前
ま
で
泣
き
な
が
ら
登
園
し

て
い
た
子
も
一
つ
進
級
し
て
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
に
な
り
、
「
次
は
私

が
年
少
の
お
友
だ
ち
に
い
ろ
ん
な
事

を
教
え
て
あ
げ
よ
う
」
と
い
う
気
持

ち
で
、
年
少
の
お
友
だ
ち
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が

ら
接
し
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
外
遊
び
の
時
は
、
お
も

ち
ゃ
の
貸
し
借
り
が
上
手
に
で
き
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
や
さ
し
い

心
で
貸
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

今
ま
で
自
分
が
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
に
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
と
感

じ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
貸
し
て
あ
げ
た
相
手
か
ら
「
あ

り
が
と
う
。
」
と
い
う
言
葉
を
言
わ

れ
る
と
、
す
ご
く
照
れ
な
が
ら
「
い

い
よ
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
「
あ

り
が
と
う
。
」
と
言
わ
れ
る
と
さ
ら

に
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
「
こ

の
お
も
ち
ゃ
は
砂
を
入
れ
て
ね
。
」

と
遊
び
方
の
説
明
を
し
て
、
や
さ
し

い
言
葉
が
け
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
年
少
の
子
が
帰
る
時
は
「
ま

た
明
日
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
。
」
と
声

を
か
け
る
姿
も
あ
り
ま
す
。 

　
泣
い
て
い
る
子
が
い
る
と
、
先
生

を
呼
び
に
行
っ
た
り
、
ど
う
し
て
泣

い
て
い
る
の
か
理
由
を
聞
い
た
り
し

て
い
る
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

泣
い
て
い
た
子
と
友
だ
ち
に
な
り
、

仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
が
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
に
や
さ
し
く
さ

れ
た
体
験
か
ら
思
い
や
り
の
心
が
育

っ
て
い
き
、
困
っ
て
い
る
仲
間
に
教

え
て
あ
げ
た
り
様
々
な
思
い
や
り
の

あ
る
行
動
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
や
さ
し
さ
は
、
次
の

子
ど
も
た
ち
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
の
で
す
。 

　
十
月
に
は
、
年
少
児
と
年
長
児
が

仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
「
歩
け
歩
け

遠
足
」
へ
出
か
け
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
き
っ
と
年
長

児
は
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て

の
や
さ
し
さ
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

　
　
笠
松
幼
稚
園
　
　
奥
田
知
里 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
九

年
度
の
新
入
学
予
定
児
童
を
対
象

に
、
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
新
し
く
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
が
、
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

健
康
状
態
を
調
べ
る
も
の
で
す
。 

【
通
知
】 

　
八
月
一
日
現
在
の
住
民
登
録
に

も
と
づ
き
、
新
入
学
予
定
児
童
の

保
護
者
に
就
学
予
定
の
小
学
校
か

ら
九
月
中
に
通
知
を
し
ま
す
。 

【
健
康
診
断
の
内
容
】 

　
内
科
・
歯
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
の
各
検
診
と
視
力
・
聴
力
の

各
検
査
、
知
能
検
査
を
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
ま
で
の
発
育
や
検
査

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
医
師

が
母
子
手
帳
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
場
所
・
日
時
】 

・
笠
松
小
学
校
　
十
月
二
日
（
月
） 

　
受
付
　
午
後
一
時
〜 

・
松
枝
小
学
校
　
九
月
二
十
八
日（
木
） 

　
受
付
　
午
後
一
時
〜 

・
下
羽
栗
小
学
校
十
月
十
一
日（
水
） 

　
受
付
　
午
後
一
時
〜 

　
都
合
で
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、
必
ず
通
知
を
受
け

た
小
学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
の
窓
口
】 

　
健
康
診
断
や
就
学
に
つ
い
て
心

配
な
こ
と
が
あ
る
か
た
は
、
次
の

と
こ
ろ
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

・
笠
松
小
学
校 

　
　
三
八
八
―
〇
一
〇
一 

・
松
枝
小
学
校 

　
　
三
八
八
―
二
五
五
一 

・
下
羽
栗
小
学
校 

　
　
三
八
七
―
三
一
二
三 

・
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会 

　
学
校
教
育
課
就
学
相
談
担
当
者 

　
　
二
四
五
―
一
一
三
三 
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　年金相談の受付時間が午前8時30分から午後5時15分となり、
従前と比べて15分延長となりました。 
 
 
 
　岐阜県内の各社会保険事務所および岐阜年金相談センターでは、毎月第2土曜日午前9時30分
～午後4時までと、毎週月曜日（休日の場合は火曜日）午後5時15分～午後7時までの間の年金相
談の予約ができるようになりました。 
 
   ●予約することのメリット 
　　①　少しの待ち時間で年金相談が受けられます 
　　②　自分の都合の良い時間を希望できます 
　　③　相談窓口が混雑していても、最優先で対応いたします 
　　④　あらかじめ相談したい内容を確認することで、素早く相談を終えることができます 
 
   ●予約は来所または電話で受付しています 
　　○岐阜南社会保険事務所 
　　　〒500－8381 
　　　岐阜市市橋2－1－15 
　　　　273 －6161 
　　○岐阜年金相談センター 
　　　〒500－8891 
　　　岐阜市香蘭2－23　オーキッドパーク西棟3階 
　　　　254－8555

  

　
九
と
九
で
「
き
ゅ
う
き
ゅ

う
の
ひ
」
す
な
わ
ち
「
救
急

の
日
」
で
す
。 

　「
救
急
の
日
」
は
、
救
急

業
務
と
救
急
医
療
に
対
し
て

住
民
の
か
た
が
た
に
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
昭
和
五
十
七
年
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。 

　
当
消
防
本
部
の
救
急
件
数

は
年
々
増
加
し
平
成
十
七
年

に
は
二
千
三
百
十
六
件
と
な

り
ま
し
た
。 

　
統
計
的
に
見
る
と
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の

う
ち
入
院
を
必
要
と
し
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
軽
症
者
」
の
割

合
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。 

　
救
急
車
の
利
用
対
象
者
と

な
る
け
が
人
や
病
人
は
、
医

療
機
関
へ
緊
急
に
搬
送
す
る

必
要
が
あ
る
か
た
で
す
。
自

分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、

自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
利
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
け
が
や
病
気

が
重
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は

戸
惑
う
こ
と
な
く
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
も

多
く
の
生
命
を
救
う
た
め
/

救
急
車
を
正
し
く
利
用
し
ま

し
7
う
8 

　
＊
豆
知
識 

・
軽
症
…
入
院
加
療
を
必
要

と
し
な
い
も
の
。 

・
中
等
症
…
一
日
以
上
三
週

間
未
満
の
入
院
加
療
を
必

要
と
す
る
も
の
。 

・
重
症
…
三
週
間
以
上
の
入

院
加
療
を
必
要
と
す
る
も

の
。 



この広報紙は再生紙を使用しています。 ホームページアドレス http://www.town.kasamatsu.gifu.jp/

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
を
二

倍
大
き
く
し
た
赤
い
羽
根
を
手
で
受

け
て
、
相
手
コ
ー
ト
に
返
す
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。 

　
ル
ー
ル
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
似

て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
は
、

現
在
七
人
で
す
。
平
日
の
午
前
中
と

い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
ず
、
一
度
は
解
散
を
決
め
ま
し
た

が
、
赤
い
羽
根
と
楽
し
か
っ
た
日
々

を
忘
れ
ら
れ
ず
細
々
と
続
け
て
い
ま

す
。 

　
一
度
見
学
に
来
て
見
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
活
動
日
】
毎
週
　
月
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜 

【
場
　
所
】
南
体
育
館 

【
連
絡
先
】
北
及
　
河
合
美
代
子  

宅 

　
　
　
　
　
　
３
８
７
―
０
７
３
９ 

福
祉
医
療
費
助
成
制
度（
母
子
家

庭
等
）や
児
童
扶
養
手
当
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、所
得
に
よ
る
制
限
や
各
個

人
の
生
計
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、一
度
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、父
子
家
庭
に
つ
い

て
も
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
あ
り
ま

す
。　
　
　
　
【
問
合
先
】福
祉
健
康
課
 

夫
が
な
く
な
っ
た
り
、離
婚
し
て
母

子
家
庭
と
な
っ
た
場
合
、母
子
家
庭
に
関

し
て
の
制
度
や
そ
の
他
ど
う
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
父
子
家
庭
に
関

し
て
の
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。
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このコーナーでは、日
ごろ町民の皆さんから
役場へ寄せられる質
問・意見などを回答と
ともに紹介します。 

 


